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Application of quantitative evaluation method for foundation rock of 
Kawauchisawa Dam

川内沢ダムの堤体基礎掘削時における定量
的な岩盤評価手法の適用
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概要�

ダム堤体の打設に先立って行われる本体掘削において，必要岩盤強度および斜面安定性の確保の観点から基礎岩盤評価が重
要となる．円滑かつ安全に施工を行っていくためには，施工時に迅速かつ確実な岩盤評価を行っていくことが求められる．そ
こで筆者らは，近年活用が進められているセンシング技術の一つであるスペクトルカメラおよびシュミットロックハンマー試
験等の現場試験を組合せてダム基礎岩盤の評価指標を構築し，地質技術者の目視による定性的な岩盤評価を定量的かつ簡易的
に評価する手法を確立した．
本稿では，川内沢ダムの基礎掘削時の岩盤の評価における定量的な岩盤評価手法の構築およびその適用結果について述べる．

成果�

○マルチスペクトルカメラと現場計測を併用して，定量的かつ簡易的な基礎岩盤評価手法を構築し，基礎掘削時の岩盤評価に
活用した．
○対象岩盤の岩級区分を迅速に定量的かつ簡易的に評価することができ，地質の専門知識を有さない一般土木技術者による岩
級区分評価を可能とした．
○本技術により評価された岩級区分は，専門の地質技術者による定性的な評価と概ね一致していた．
○結果をクラウド上で共有することで，基礎岩盤によって生じるリスクを早期に関係者間で把握することが可能となった．
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写真―1　マルチスペクトルカメラ搭載UAV 図―1　定量的な岩盤評価基準

図―2　基礎掘削時の岩盤評価結果
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